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消費者行政に関する首長表明
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎７６－３１５０

　近年、消費者を取り巻く社会経済環境は大きく変化しています。新しい商品やサービスが登場
し、私たちの生活は便利で豊かになる一方、インターネット通販を含む「通信販売トラブル」や
「ＳＮＳやハガキによる架空請求」、悪質な「訪問販売・訪問買取」など巧妙化・複雑化した新た
な手口による消費者問題が発生しています。
　このような状況から、九重町では相談窓口を開設し、相談者救済に取り組んでまいりました。平
成31年（令和元年）度の消費生活相談件数は132件となっており、相談者の年齢も若者から高齢
者までと幅広くなっています。
　今後も県や近隣自治体と協力し情報交換を行いながら、引き続き有資格者の配置に努め、消費者
相談体制の充実を図ります。また、被害防止のために啓発活動を強化し、住民みなさまの安全な生
活の確保と消費者力の向上に努めてまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年２月　九重町長　日　野　康　志
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（消費生活相談窓口）

東京 2020オリンピック聖火リレーのボランティアを募集します
●お問い合わせ　社会教育課　☎７６－３８２３

　東京2020オリンピック聖火リレーが、2021年４月23日（金）と４月24日（土）に大分県内で
開催されるにあたり、ボランティアを募集します。
　「希望の火」を大分県内でつなぐ聖火リレーを一緒に盛り上げましょう！

活動内容　　・聖火リレー沿道の管理
　　　　　　　(警備用資機材の配置、歩道と車道のローピング）
　　　　　　・聖火リレー沿道での観客・雑踏の整理　など

活 動 日　　４月23日（金）または４月24日（土）両日も可

募集期間　　１月18日（月）～３月10日（水）
　　　　　　※募集定員を超過した場合、受付を事前に締め切ることがあります

募集人数　　のべ1,600人程度

応募方法　　専用応募フォームからお申し込みください。また、インターネットからの申込みができない
場合は、社会教育課（役場2階）に応募用紙がありますので、直接ご記入のうえご提出くだ
さい。

　　今後も引き続き、要望に応じた各種団体での啓発活動の他、各地区への出張消費生活相
談を行います。消費者被害の実態は多様化・複雑化しています。「自分は大丈夫だろう」で
はなく、一人ひとりが少しでも多くの情報を取り入れ、周囲に注意喚起を行うことが消費者
被害を未然に防ぐことにつながります。

あな
たの地

域に伺います！

▼
▼

▼
▼

▼

ボランティア募集について

団体・グループの場合　大分県ホームページに掲載の応募用紙（団体用）にご記入のうえ大分県実行
　　　　　　　　　　　委員会にメールでご提出ください。（アドレス：a10980@pref.oita.lg.jp）

▲専用応募フォーム

九重町での聖火リレーは
４月 24日（土）の予定です
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　３月12日は世界腎臓デーです。腎臓病は九重町でも多い生活習慣病の１つです。
　腎臓を守るためには減塩と運動がとても重要です。毎年保健体育の授業で小学校におじゃまして
生活習慣病の予防、特に減塩の方法について小学生のみなさんと一緒に考えています。

考えてみませんか？大事な腎臓を守るために今できること
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　骨髄等の提供を行った方、またはその方を雇用している事業所を支援することにより、個人の経
済的負担の軽減と企業の取組の促進を図り、骨髄等の移植の推進を図るものです。

骨髄移植ドナーを支援します！ －九重町骨髄移植ドナー等支援事業助成金のお知らせ－
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

みなさんが考えてくれた減塩のアイデア

●食べ物を買うときに袋のウラの塩分量をみる
●インスタント類をあまり食べないようにする
●つけものにかけるしょうゆの量を減らす
●トーストを減らして白ごはんを食べる
●おかしを減らして野菜をたくさん食べる
●ポテトチップスなど塩分が多い物は、
　量を半分にする
●トマトに塩をかけるのをやめる
●減塩の調味料や加工品を選ぶ

授業ではまず生活習慣病と
は何か学習し、保健師が九
重町に多い生活習慣病と予
防方法について説明しまし
た。
栄養教諭の先生が給食での
減塩の取り組みを説明した
後、１日の食事の例の中で
改善できる点をみんなで意
見を出し合いました。

▼
▼

短い時間でしたが、たくさんの意見が出ました。
みんなで九重町の健康を守っていきましょう！

▼対象者・対象事業者

▼助成内容

九重町骨髄移植ドナー等支援事業助成金

（公財）日本骨髄バンクが実施する骨髄バンク事業で、骨髄・末梢血幹細胞の提供
が完了し、これを証明する書類の交付を受けた方
骨髄または末梢血幹細胞を提供した方（以下「ドナー」）または、そのドナーを雇
用する事業所
骨髄等の提供日及び助成金申請をする時点において、九重町に住民票がある方
町税を完納している方

骨髄等の提供に要した日（年次有給休暇、有給の特別休暇及び休日を除く）
に対して、ドナーへ助成します。
ただし、1日につき２万円で、７日が上限です。
成対象ドナーが骨髄等の提供に要した日に年次有給休暇及び
有給の特別休暇を付与した日に対して、事業所へ助成します。
ただし、1日につき２万円で、７日が上限です。

〜の
すべてに
該当する方

ドナーへの助成

事業所への助成

※対象外となる方
他の制度による助成金等の交付を受けた方、ドナー休暇制度を設けている事業所に勤務（所
属）している方、国及び地方公共団体並びに独立（地方）行政法人等を除きます。詳細は保
健福祉センターまでお問い合わせください。
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町営　恵良住宅
住　　所　九重町大字松木 5353 番地の 1
募集戸数　一般世帯向け　1戸
間 取 り　３LDK
そ の 他　 IHクッキングヒーター（20A措置タイプ）が必要
住宅使用料等　住宅使用料は所得によって決定します
　　　　　　　駐車場使用料　1,000 円／月（1台につき）

地
域
優
良
賃
貸
住
宅

地域優良賃貸　奥野住宅
住　　所　九重町大字右田 2022 番地の 1
募集戸数　若者単身向け　2戸
間 取 り　１DK
そ の 他　IHクッキングヒーター（20A措置タイプ）が必要
住宅使用料等　基本住宅使用料　52,000 円／月
　　　　　　　駐車場使用料　1,000 円／月（1台分）

町
営
住
宅

町営　松岡台住宅
住　　所　九重町大字右田 3150 番地
募集戸数　一般世帯向け２戸
間 取 り　３LDK
そ の 他 　IHクッキングヒーター（20A据置タイプ）が必要
住宅使用料等　住宅使用料は所得によって決定します
　　　　　　　駐車場使用料　1,000 円／月（1台につき）

基本減額　次のいずれかの条件を満たす方は、基本住宅使用料について、12,000円／月を減額。
　　　　　（１）入居時点において若者単身者で、40歳以下の方による単身世帯。
　　　　　（２）入居時点において若者単身者で、新婚世帯は子育て世帯となった世帯。

募集期間：令和 3年 2月1７日（水）～ 2月26日（金）

町営住宅等の申込みについて

●入居予定日：令和３年４月１日（木）から
●敷金（入居時住宅使用料の３月分）が、入居手続きの際に納入が必要です。
●入居後、共益費が必要です。
●申込みに際しては、所得制限等の要件があります。応募が多数の場合は抽選会を行います。
●申込書は、建設課（役場２階）に用意しています。九重町ホームページからもダウンロードできます。
●町営住宅の使用制限措置に基づき、暴力団関係者と判明した場合は、入居できません。

▲九重町HP

町営住宅等の入居者を募集します
●お問い合わせ　建設課　☎７６－３８１１



10広報ここのえ　2021.２月号

　高額介護合算療養費とは、毎年８月から翌年７月までの１年間に支払った医療保険と介護保険の
自己負担額の合計額が基準額を超えた場合に、その超えた額について支給される制度です。
　大分県後期高齢者医療制度の被保険者で支給が見込まれる方に、令和３年２月にお知らせの文書
と支給申請書を送付します。支給申請書に必要事項を記入し、住民課で申請手続きをしてください。

高額介護合算療養費のお知らせを送付します
●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
　大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771

申請に必要な書類

●支給申請書
●お知らせの文書
●印鑑
●通帳（口座情報が確認できるもの）
●後期高齢者医療被保険者証
●介護保険被保険者証
●マイナンバー通知カード等（マイナンバーを確認できるもの）
　※申請者（代理人を含む）の本人確認ができるもの

新成人のみなさんへ　－20歳になったら国民年金－
国民年金広場

●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　日田年金事務所　☎0973-22-6174

　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考え
で作られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとったときや、病気
やケガで障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができる制
度です。

●国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。
　（※令和２年４月分から令和３年３月分までの国民年金保険料は、
　　 月額16,540円です。）

●国が責任もって運営するため、安定していますし、年金の給付は
　生涯にわたって保障されます。

●国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、
病気や事故で障がいが残ったときに受け取れます。また遺族年金は、加入者が死亡した場合、そ
の加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

▼将来の大きな支えになります

▼老後のためだけのものではありません

国民年金のポイント



広報ここのえ　2021.２月号11

シリーズ「権利擁護」①　高齢者虐待について
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

　今回より２回にわたって、「高齢者虐待」（２月号）及び「成年後見制度」（３月号）についてお
知らせします。まず第１回目は、「高齢者虐待」についてです。

　大分県及び各市町村で、令和元年度中に受け付けられた相談・通報件数から集計された結果と内
容の特徴は以下のようになっています。

高齢者が他の人から、生命、健康、生活を損なわれるような「不当な扱い（権利侵害）」を受け
ている状態をいいます。
不当な扱いを受けている高齢者の権利を守るため、平成18年４月より施行されたのが「高齢者
虐待防止法」です。

高齢者虐待とは？

虐待の主な種類

●身体的虐待
●心理的虐待
●性的虐待
●経済的虐待
●介護・世話の放棄・放任

1

このような行為をすると虐待になります2

高齢者虐待の現状（大分県：令和元年度集計）3

●

●

〔相談・通報対応件数〕 259 件　　　　〔虐待と認定された件数〕 116 件
うち

特徴①　身体的虐待：71.3％　心理的虐待：58.2％　経済的虐待：23.8％
特徴②　虐待をした人の約 85％が、配偶者、息子、娘といった同居者でした。
特徴③　虐待を受けた高齢者の約 53％が、要介護認定を受けていました。
特徴④　虐待を受けた高齢者の約 64％が、何らかの認知症状を有していました。

高齢者虐待に関する相談
及びお問い合わせ窓口

健康福祉課(役場１階)
　●福祉グループ　　　　　☎７６－３８２１
　●地域包括支援センター　☎７６－３８６３

殴る蹴るなどの暴力

身体
必要な金銭を渡さない、
　　　　　　　　　使わせない経済

無視する、言葉の暴力

心理
劣悪な住環境に放置

放棄・放任
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　今回で28回目の開催となる「長野馬貞顕彰俳句大会」は、町内小・中学生を対象に、かつて俳
人として活躍した長野馬貞を顕彰し、開催しています。（主催：長野馬貞顕彰俳句大会実行委員会）

長野馬貞顕彰俳句大会が行われました　－特選に輝いた作品を紹介します－
●お問い合わせ　東飯田公民館　☎７６－３１１６
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お
お
き
く
ふ
く
ら
み　
泣
い
ち
ゃ
っ
た　
　
佐
藤　
羽
菜

雪
ど
け
の　
よ
う
に
母
さ
ん　
や
さ
し
い
な　
　
　
　
原　
　
真
尋

さ
く
ら
散
り　
思
い
出
見
え
た　
六
年
間　
　
　
　
　
矢
野　
奨
弥

は
げ
ま
し
の　
言
葉
と
び
か
う　
体
育
祭　
　
　
　
　
乙
津　
美
魅

桜
咲
く　
友
と
の
出
会
い
に　
笑
顔
咲
く　
　
　
　
　
矢
方　
大
獅

桜
散
り　
新
し
い
風　
吹
い
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
岩
尾　
心
花

新
緑
や　
友
と
繋
い
で　
歩
く
道　
　
　
　
　
　
　
　
惠
良　
望
百
花

大
縄
跳
び　
チ
ー
ム
の
み
ん
な
で　
１
、
２
、
３　
　
乙
津　
柊

暗
や
み
で　
心
を
い
や
す　
ホ
タ
ル
た
ち　
　
　
　
　
土
井　
天
満

君
と
ぼ
く　
心
が
か
よ
っ
た　
春
の
朝　
　
　
　
　
　
㓛
能　
東
洋

友
人
と　
思
い
出
語
る　
朧
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤　
星
華

桃
色
の　
最
後
の
桜　
君
と
見
る　
　
　
　
　
　
　
　
赤
峰　
涼
央

暑
い
日
に　
友
と
う
た
っ
た　
あ
の
坂
で　
　
　
　
　
甲
斐　
彩
乃

雪
の
中　
２
人
で
手
袋　
半
分
こ　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋　
香
耶

特
選 

45
句

●
今
年
度
は
小
学
生
2
7
1
名
3
8
6
句
・
中
学
生
1
9
4
名
1
9
4
句

の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
一
色
で
し
た
が
、
何
気

な
い
瞬
間
を
切
り
取
っ
た
、
子
ど
も
た
ち
の
感
性
豊
か
で
心
惹
か
れ
る

作
品
に
、
み
な
さ
ん
も
一
緒
に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

長野馬貞とは
馬貞は、父から医術と俳諧の手ほどきを受けた。玖珠や日田俳壇で才能を伸ばし、はやくも9歳で「夜も明けば
松茸採らぬ裏の山」と詠んでいる。36歳のとき、最初の撰集「俳譜七異跡集」を京都で発行した。飯田高原に
伝わる朝日長者伝説や七不思議の説明文を全国の俳友に配り、それを基にした投句から秀句を選び、自身の句と
合わせて撰集したもの。他にも引治に産出する木の葉の化石にちなんだ「紫石集」や「朝ひばり」・「山の湯紀
行」・「衹園守」など、数集を編纂している。

（1671年～1750年）

「唐移す 滝の気色や 寒のうち」 馬貞（龍門の滝を背景にした龍門寺の境内にて） ▼
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　農耕用で乗用装置があるトラクター等や、
フォークリフト等の小型特殊自動車は、公道走
行の有無に関わらず、所有していればナンバー
プレートの申請手続きが必要です。

税務課からのお知らせ
●お問い合わせ　税務課　☎76-3803

　土壌診断で、土壌養分を調べてバランスを整
えていきましょう。有機農業の取組をされてい
る方もされていない方も、どなたでもご参加い
ただけます。土壌診断を希望される方は、土壌
の提出をお願いします。

　●土提出日　　３月10日（水）午後５時まで
　●提出場所　　農林課（役場1階）
　●診断料金　　１検体につき200円（試薬代）
　●そのほか　　先着50件
　●実施団体　　九重町有機農業推進協議会

　●と　　き　　３月中旬予定
　●と こ ろ　　九重町役場
　　　　　　　※診断日が決まり次第、申込者に通知
　●そのほか
土壌診断は原則ご自身で分析を行っていただき
ます。同日夜に、分析した土について説明会を
行います。

土壌診断をしませんか？
●お問い合わせ　農林課　☎76-3804

民間賃貸住宅家賃補助の申請受付
●お問い合わせ　企画調整課　☎76-3807

●令和３年３月までにマイナンバーカードを申請
するとマイナポイント付与対象者となります。
●カード受け取り後マイナポイント申込を行
い、令和３年９月までに決済サービスを利用
するとマイナポイント（プレミアム分）が付
与されます。（上限5,000円相当：付与率25％）

①マイナンバーカードの交付申請をしま
しょう。（令和３年３月31日までに申
請した方がポイント付与の対象）
②申請から約1か月後にマイナンバー
カードが交付されます。
③マイナンバーカードを受け取ったらマイナポイント
を申込みましょう。申込みを行い、令和３年９月
30日までのチャージまたはお買い物がマイナポイ
ント付与の対象です。
　※予算の状況で変更となる場合があります

マイナポイント対象期間の変更

　九重町では、新たに賃貸住宅（空き家含
む）で暮らし始めた方へ、家賃助成を行って
います。
　今年度第２回目の申請を受け付けますの
で、希望される方は必要書類を添えて申請し
てください。

●対象期間
　令和２年10月分～令和３年３月分

●申請期間
　３月１日（月）～３月31日（水）
　※お早めに申請してください。

●申請要件等
詳細については、お問い合わせいただく
か、「まちの事業紹介（ｐ7）」または九重町
ホームページをご確認ください。

●お問い合わせ　企画調整課　☎76-3807

（例）20,000円分の決済サービス利用後に5,000円
　　　分のポイントが付与されます。

問【マイナンバーカード交付】住民課 　☎76-3802
【マイナポイント事業】企画調整課 　☎76-3807

土壌の提出について

土壌診断・説明会について

原付バイク（125㏄以下）
小型特殊自動車（トラクター等）

四輪の軽自動車（乗用・貨物用）

軽二輪（125㏄超 250㏄以下）
二輪の小型自動車（250㏄超）

大分県軽自動車協会又は住所地
の軽自動車協会

九重町役場　税務課

大分県陸運局又は住所地の陸運
支局、検査登録事務所

農耕トラクター等の小型特殊自動車はナンバ
ー登録が必要です！

　軽自動車税（種別割）は、毎年４月１日に登
録があるものに課税されます。
　所有しないバイクやトラクター、軽自動車等
がある方については、3月31日までに廃車の手
続きをしない場合、令和３年度も課税されます
ので早めの手続きをお願いします。

軽自動車の廃車手続きは 3月 31日までに！

●手続き先
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事前の防災知識や災害支援　－内部障がいのある方－

　障がいのある方々が災害から身を守るためには、本人の準備だけではなく、家族や地域住民など
の周囲の人たちの支援が欠かせません。
　障がいのある方々や周囲の支援者が、少なくとも「これはおさえておきたい」という事前の防災
知識や災害支援のポイントを紹介します。今回は内部障がいのある方についてです。

●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』



ふるさとの
 文化財探訪

第82回

ま
つ

内部障がいは外見からわかりにくいことも多く、その種類には心臓機能障害、呼吸器機能障害、
腎臓機能障害、肝臓機能障害、膀胱直腸機能障害、小腸機能障害、免疫機能障害があります。

●普段や災害時に気を付けること
□必要不可欠な常備薬や医療装具（酸素ボンベ、ストーマ装具など）で
予備が準備できるものは備蓄品に加えておきましょう。
□中断できない治療を受けている場合は、事前にかかりつけ医に災害時
の医療体制を相談しておきましょう。

●支援者がサポートするときのポイント
□病気によって全身の体力が低下している場合が多いので、一緒に避難するときは荷物を代わ
りに持ってあげるなどして、少しでも疲れを軽減させましょう。
□障がいのある人の状態を確認するなど様子を見ながら、場合によっては医療機関に移動しま
しょう。

こ
こ
の
え
に
も
い
た
仏
師文

化
財
調
査
員
　
内
　
恵
　
克
　
彦

　
江
戸
時
代
、
玖
珠
郡
内
の
村

単
位
や
、
そ
れ
以
下
の
小
さ
な

単
位
の
所
で
も
、
御
堂
や
祠
が

作
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
お
伊

勢
様
・
お
稲
荷
様
・
天
神
様
ま

た
は
地
蔵
堂
・
観
音
堂
・
阿
弥

陀
堂
・
薬
師
堂
な
ど
と
呼
ば
れ

る
建
造
物
で
、
沢
山
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
建
物
の
中
に
は
、
多
種
多
様
な
神
・

仏
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
天
照
太
神
（
雨

宝
童
子
）
の
お
伊
勢
様
、
稲
荷
様
・
天
神
様
・
地

蔵
様
・
薬
師
様
像
な
ど
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
像
の
作
者
は
、
中
央
（
い
わ

ゆ
る
京
都
な
ど
）
の
仏
師
で
は
な
く
て
、
地
元
の

富
裕
層
の
子
息
で
大
工
な
ど
の
職
に
就
い
て
い
た

人
で
あ
っ
た
。
玖
珠
郡
内
で
約
八
家
十
八
人
位
の

仏
師
の
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
中
現
在
の
九
重
町

で
は
、
二
家
三
人
の
仏
師
の
名
前
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　
さ
て
、
九
重
町
の
仏
師
の
作
品
の
初
見
は
、
今

の
と
こ
ろ
安
永
十
年
（
一
七
八
二
）
の
、
下
旦
村

鑑
治
屋
（
現
在
の
右
田
下
旦
中
組
の
梶
谷
家
）
の

衛
藤
新
治
藤
原
安
貞
と
言
う
人
物
で
、
田
野
荻
津

留
の
お
伊
勢
様
に
天
照
太
神
像
が
遺
っ
て
い
る
。

こ
の
人
物
は
下
旦
庄
屋
衛
藤
氏
の
一
族
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
が
不
明
で
、
現
在
郡
内
に
は
そ
の
末
裔

は
見
ら
れ
な
い
。

　
鑑
治
屋
か
ら
山
道
を
通
り
、
隣
の
見
留
に
行
く

途
中
に
墓
地
が
あ
り
、
こ
こ
に
衛
藤
新
治
の
墓
が

あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
釈
空
善
、
文
政
四
年

（
一
八
二
七
）
辛
巳
十
月
二
十
七
日
、
衛
藤
新
治

藤
原
安
貞
」
と
あ
る
。
遺
さ
れ
た
作
品
に
は
、
松

木
五
分
市
の
天
照
太
神
像
、
寺
田
天
満
社
の
天
満

天
神
像
な
ど
記
年
銘
の
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
す

べ
て
文
政
四
年
以
前
の
作
品
で
あ
る
。

　
一
方
田
野
村
（
九
重
町
田
野
）
で
は
、
橋
爪
庄

屋
の
次
男
・
三
男
が
仏
師
と
し
て
名
を
残
し
て
い

る
。
橋
爪
氏
は
系
図
に
よ
る
と
、
小
田
村
庄
屋
橋

爪
氏
（
現
在
緒
方
氏
）
よ
り
文
化
年
間
前
期
頃

（
一
八
〇
〇
年
代
前
半
頃
）
分
家
し
て
田
野
村
庄

屋
と
な
っ
た
。

　

三
男
の
文
治
惟
経
（
縫
殿
次
惟
煕
）
の
作
品

は
、
田
野
蕨
原
の
金
山
坊
と
野
上
中
須
麦
ノ
平
天

神
社
の
二
躰
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　
次
男
左
金
吾
惟
義
（
右
源
次
）
の
作
品
は
、
飯

田
地
区
内
に
限
ら
れ
る
が
、
石
上
の
愛
宕
社
で
は

二
十
数
躰
見
ら
れ
、
外
に
金
山
坊
、
田
野
下
畑
祇

園
社
な
ど
で
も
見
ら
れ
る
。
右
源
次
は
大
工
で
、

白
鳥
神
社
の
棟
札
に
も
そ
の
名
が
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
作
品
は
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
か
ら
明

治
六
年
（
一
八
七
三
）
ま
で
の
四
十
数
年
に
及
ん

で
い
る
が
、
子
孫
が
家
を
出
て
断
絶
し
て
い
る
。

田
野
の
橋
爪
家
墓
地
に
残
る
右
源
次
の
墓
碑
に

は
、「
釈
教
念
、
橋
爪
右
源
次
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
の
み
で
、
没
年
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
。

う

ほ
う
ど
う
じ

か
じ
や

さ
き
ん
ご
こ
れ
よ
し

ぶ
ん
じ
こ
れ
つ
ね
ぬ
い
と
じ
こ
れ
ひ
ろ
し

う
げ
ん
じ

い
わ
の
う
え

田
野
旦
原
錦
山
神
社
蔵

稲
荷
大
明
神
像

〈
衛
藤
新
治
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
作
）〉




